
氏名 新宮 一成

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（二）
・臨床心理学演習Ⅱ（二）
・臨床心理学演習Ⅲ（二）
・臨床心理学演習Ⅳ（二）
・カウンセリング実習Ⅰ
・カウンセリング実習Ⅱ
・心理病理学
・臨床心理学特殊講義（三）
・精神分析学
・精神医学

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理学演習Ⅰ（一）
・臨床心理学演習Ⅱ（一）
・臨床心理学演習Ⅲ（一）
・臨床心理学演習Ⅳ（一）
・精神医学特論
・心身医学特論
・心理教育特論

授業科目

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本精神神経学会、日本精神病理学会、日本精神医学史学会、日本精神分析学会、
日本芸術療法学会、日本描画テスト・描画療法学会、日本文芸家協会、他

神経症と精神病における病理体験の臨床的解明と精神療法、ならびに人間主体の無意識
への構造論的接近。

・精神科専門医ならびに臨床心理士としての精神科診療とメンタルヘルス活動
・精神病理学会、精神医学史学会、芸術療法学会、描画テスト・描画療法学会の理事

京都大学医学部卒

医学博士

精神神経学、精神病理学、精神療法学、精神分析学、精神医学史、病跡学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 ・科学研究費（基盤研究（C)）「岩倉病院資料の分析に基づく精神医療史の研究」研究
代表者：中村治、研究分担者：新宮一成

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・「歴史フォーラム」委員等

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・臨床心理学



単著

単著

単著

単著

単独発
表

単独発
表

②不安神経症に発する不安
概念の理論史と、精神療法
論にとってのその現在的意
味．

①メラニー・クラインの羨
望論から観るストーカーの
論理．

④いのちの音、音楽のフラ
ジリティ、そして精神分析
の語らい．

③現代哲学とこころの病
理．

音楽は「人間が生きていることと音
を出すこととは一つのことである」
という状況から発していること、そ
れゆえ音楽それ自体にコミュニティ
形成力が潜在しているが、その形成
力を具体化させるためには音楽のフ
ラジリティを守りながら音楽を奏す
る必要があることを、精神分析的な
対話法を参考にしながら述べた。

（学会発表）

①剰余享楽のある風景－
ヘーゲル、ラカン、マルク
ス．

②聖人＝症候(サントム)は
享楽する-資本主義の語らい
に拠るのとは別の仕方で．

「ミニ・シンポジウム１：ハイリス
ク・ストーカーへの対応と対策」に
おける招待指定討論として発表（犯
罪心理学研究，56(特別号)：234-
235，2019.3月）

「シンポジウム３：故きを温ねて新
しきを知る－不安症概念の変遷と神
経衰弱の今日的意味－」における招
待パネリストとして発表

現代哲学、とりわけウィトゲンシュ
タインなどに代表される哲学は、そ
れ自体が自己治療分析のような質を
持っていること、また、構造主義的
な哲学は、西欧中心主義から人間を
解放する原理を求めているというこ
とを精神医学の立場から論じた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2018.8月

2019.1月

2019.3月

2019.3月

精神分析家ジャック・ラカンによる
社会理論である、内面の「語らい」
についての構造論的理論を、思想史
的にヘーゲルの社会論やマルクスの
貨幣論と比較検討して、「剰余享
楽」という精神分析的概念の位置づ
けを明らかにした。

減衰を運命づけられた生命を享けて
生きる人間の生き方のモデルを「聖
人」に求めた精神分析家ラカンの
「享楽」概念を、現代では普通のこ
ととして受け取られている資本主義
の「享楽」概念から区別して、精神
分析の享楽概念の独自性を明らかに
した。

季刊iichiko,
140:6-17

季刊iichiko,
141:37-56

精神科、34(3)：
306-310

第56回日本犯罪心理
学会，奈良県文化会
館

第11回日本不安症学
会学術大会，岐阜

2019.3月

2018.12月

精神分析＆人間存在
分析、26：37-54
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④芸術療法における美的な
ものと心的なもの－「崇
高」によるつながり－（巻
頭言）．

①夢と童話と自叙伝（コラ
ム）．

③シュティイン・ファンホ
イレ著・新宮一成訳「資本
主義の語らい、主体性、そ
してラカンの精神分析」
（翻訳）

美的なものと心的なものは時に拮抗
し合う本質を備えているが芸術療法
において両者が結び合わせられるの
は「崇高」という概念が媒介となっ
ているからであることを論じた。

（その他）

②精神分析（事典項目）．

夢における象徴表現は、童話の素材
としばしば共通しており、夢象徴の
連なりが人生の流れを作り上げると
いうことを、「童話療法」の臨床心
理実践書のコラムにおいて解説し
た。

事典項目「精神分析」を、「言語活
動としての精神分析実践」「原因を
めぐる思考」「因果論から構造論
へ」の３節に分けて記述した。

清新分析家ジャック・ラカンによる
社会理論としての「四つの語らい」
および「資本主義の語らい」の概念
を精神分析臨床に活用する道を切り
開いた英語論文を邦訳した。

蘭香代子・大須賀隆
子編，童話療法の展
開－自己再生の表現
療法．ゆまに書房，
67-68頁．

社会思想史学会編，
社会思想史事典，丸
善出版，598-599頁

季刊iichiko,
141:6-36

日本芸術療法学会
誌，49(２)：5-6．

2018．9月

2019．1月

2019．1月

2019. 3月


